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ネットワーキングイベント概要

「サーキュラーエコノミーに関する産官学のパートナーシップ」のイベント企画・運営

3月21日にサーキュラーパートナーズの会員向けネットワーキングイベントを開催した

サーキュラーパートナーズ（CPs）第１回ネットワーキングイベント

日時：2024年3月21日（木）14:00ｰ16:30 開場13:30

会場：東京ポートシティ竹芝 ポートホール（東京都港区海岸1-7-1東京ポートシティ竹芝 オフィスタ

ワー1F）

プログラム：

第1部：パネルディスカッション（オンライン配信あり）

パネルディスカッション登壇者：

粟生木千佳氏 公益財団法人地球環境戦略研究機関 持続可能な消費と生産領域 主任

研究員

張田真氏 ハリタ金属株式会社代表取締役社長

馬奈木俊介氏 九州大学大学院工学研究院環境社会部門主幹教授総長補佐

都市研究センター センター長

司会：政井 マヤ氏 フリーアナウンサー

第2部：テーブルディスカッション（オンライン配信なし）

設定したテーマに沿って各テーブル（会員６名）でディスカッションいただいた
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事前申込数 ：269件

※（申込期間：3月4日～3月15日）
※現地参加申込み（1会員あたり最大3名）

前日時点来場予定者：165名

現地参加 ：173名
オンライン参加 ：140名

※事前登録無し来場者含む

※オンライン配信用リンクは社内へ送付可

YouTubeリアルタイム視聴者数：約150名



       

イベント企画・運営における課題点と解決策

「サーキュラーエコノミーに関する産官学のパートナーシップ」のイベント企画・運営

本イベントは多くの会員の方に、現地参加／オンライン配信による参加いただき盛況であった

フェーズ 内容 課題点 解決策・検討プラン

事前準備

パネルディスカッション 登壇者の選定に時間を要し、開催案内の連絡が遅れる影響が発生し

た

コンテンツ検討、準備の時間確保のため、会場

選定と同時に登壇者の選定、声掛け、確定のタ

イミングを早める

開催案内 上記に伴って会員への開催案内が遅れたため、開催までの日程が短期

間になり、また開催が年度末であったことが集客に影響を与えたと思わ

れる

Webサイトの会員向け告知機能を活用して、開
催案内、日程告知だけは先行して実施する

申込受付 Formsの仕様の関係で申込完了の連絡ができず、申込が完了していな
いにも関わらず、申込したとの認識で来場される会員の方がいた

Webサイトの会員管理機能とともにイーコス、イー
ベ！などのイベント管理ツールの使用も検討

メール配信 一般のメーラーソフトを使用してBCCにて配信したため、メール不着が生じ
た

Webサイトの会員管理機能とともにイーコス、イー
ベ！などのイベント管理ツールの使用も検討

ネットワーキングの方
式/コンテンツ決定

ピッチ形式の決定までに時間を要したことと、追加で展示コーナー設置も

行ったが事前準備時間はあまり余裕がなかった

今回の経験を踏まえて次回はネットワーキングの

方式、盛り上げ施策を検討する

当日

受付 当日は２窓口を用意していたが、開場後、開会１５分前ごろに来訪が

集中。来場者による列が会場外にまでできたため、名簿による確認を後

回しにし、入場を優先した。

また、現地参加を申込んでいない方や来場者の変更などに柔軟に対応

しきれない場面があった

Webサイトの会員管理機能とともにイーコス、イー
ベ！などのイベント管理ツールの使用も検討

今後の会員増、イベント回数増も踏まえるとQR
コードなどデジタルツールなどを活用した受付作業

の省力化、簡素化

パネルディスカッション パネルディスカッションという形式であったが、登壇者が個別に話すことが

多く、登壇者同士でお互いに意見・コメントする機会がなかった

質問を絞って、フリートークパートを設定するなどに

よりその場にしかない面白さ、興味を引くコンテン

ツを創出する

事後
Webサイト掲載許諾 事前にWebサイト記事になることを会員に伝えていなかったため、掲載で

きる写真が限定的になった

イベント時にスクリーンでお知らせする、申込時に

チェックを加える
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